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（通巻第１３６７号）

情 報 教 育 第 ８ ５ 号指 導 資 料
中学校，盲・聾・養護学校対象

平成１３年１１月発行鹿児島県総合教育センター

総合的な学習の時間における情報教育の進め方

－ 中学校編 －

高度情報通信社会に生きる生徒には，あふ

れる情報の中で，誤った情報や不要な情報に

惑わされることなく，真に必要な情報を取捨

選択し活用するとともに，自らの情報を自己

責任において発信することができる能力が求

められる。学校教育においては，高度情報通

「 」 ，「 」信社会の 影 の部分に適切に対処し 光

の部分を活用できる能力を身に付けさせる教

育が求められている。このため，小・中・高

等学校を通して体系的な情報教育を行う必要

がある。

中学校では，技術・家庭科の技術分野「情

報とコンピュータ」を中心として，各教科や

総合的な学習の時間等，教育活動全体を通し

て情報教育を進めることになる。ここでは，

新たに創設される総合的な学習の時間におい

て，情報教育を推進する場合の基本的な考え

方と進め方について，具体的に述べる。

（写真１）

総合的な学習の時間の活動

１ 中学校における情報教育の基本的な考え

方

中学校においては，小学校段階における

情報教育の学習内容を十分把握するととも

に，各教科等との連携を図りながら，情報

教育をより一層推進する必要がある。

(1) 体系的な情報教育の推進

情報教育のねらいは 情報活用能力 情， （

報及び情報手段を主体的に選択し，活用

していくための個人の基礎的な資質）を

育成することである。情報活用能力は，

図１のように「情報活用の実践力 ・ 情」「

報の科学的な理解｣･ ｢情報社会に参画す

」 。る態度 の三つの柱から成り立っている

図１ 情報活用能力育成の体系図

この三つの柱を，図２のように小・中・
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高等学校を通して，相互に関連付けながら，

バランスよく育成していく必要がある。

図２ 情報活用能力の内容

小学校段階においては，児童の発達段階に

応じて，各教科や総合的な学習の時間等の中

で，コンピュータやインターネットなどを学

習活動の道具として使うことを通して，コン

ピュータやインターネットに『慣れ親しむ』

指導が行われる。このような学習活動を通し

て,｢情報活用の実践力」育成を主なねらいと

した情報教育が行われる。

中学校での指導においては，小学校段階に

おける情報教育の学習内容等を踏まえ，すべ

ての学習活動を通して 「情報の科学的な理，

解｣，｢情報社会へ参画する態度」の育成を含

。 ，めた情報活用能力を高める必要がある また

情報の集め方，調べ方，まとめ方，報告や発

表の仕方などの学び方やものの考え方を身に

付け，問題解決に向けての主体的，創造的な

態度を育成すること等が求められている。そ

のためには，地域，学校及び生徒の実態に応

じて，情報教育の体系化を図る必要がある。

高等学校段階では，新たに創設される普通

教科「情報」及び総合的な学習の時間などの

学習活動を通して，情報活用能力を更に高め

ることになる。

　課題や目的に応じて情報手
段を適切に活用することを含め
て，必要な情報を主体的に収集・
判断・表現・処理・創造し，受
け手の状況などを踏まえて発信・
　伝達できる能力

　情報活用の基礎となる情報手
段の特性の理解と，情報を適切
に扱ったり，自らの情報活用を
評価・改善するための基礎的な
理論や方法の理解

　社会生活の中で情報や情報
技術が果たしている役割や及ぼし
ている影響を理解し，情報モラル
の必要性や情報に対する責任につ
いて考え，望ましい情報社会の創
　造に参画しよとする態度
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ている影響を理解し，情報モラル
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(2) 各教科等との連携

中学校段階における体系的な情報教育を

推進するためには，各教科と総合的な学習

の時間との密接な連携を図る必要がある。

特に，新学習指導要領では，技術・家庭科

の技術分野「情報とコンピュータ」をすべ

ての生徒が学習する。ここで学習した知識

やコンピュータ利用技術を，各教科及び総

合的な学習の時間の中で生かし，情報活用

能力を高める工夫が必要である。

「情報とコンピュータ」では，次のよう

な事項について指導する。

○ 情報手段の特徴や生活とコンピュー

タとのかかわり，及び情報化が社会や

生活に及ぼす影響を知り，情報モラル

の必要性について考えること。

○ コンピュータの基本的な構成と機能

を知り，操作ができるとともに，ソフ

トウェアの機能を知ること。

○ コンピュータの利用形態を知り，ソ

フトウェアを用いて，基本的な情報の

処理ができること。

○ 情報通信ネットワークについて，情

，報の伝達方法の特徴と利用方法を知り

情報を収集・判断・処理し，発信がで

きること。

○ マルチメディアの特徴と利用方法を

知り，ソフトウェアを選択して，表現

や発信ができること。

（選択履修項目）

技術・家庭科との緊密な連携を図り，各

教科及び総合的な学習の時間における情報

活用能力育成の指導を３か年の指導計画に

位置付ける必要がある。
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２ 「総合的な学習の時間」における情報教

育の考え方と進め方

各学校においては，図３のように，例え

ば国際理解，環境，福祉・健康，情報など

の横断的・総合的な課題，生徒の興味・関

心に基づく課題，地域や学校の特色に応じ

た課題などを基に，学校の実態に応じた単

元を計画する。情報活用能力の育成を図る

ためには，その単元の課題解決を図る活動

の中に，情報活用能力の育成を目指した活

動場面を意図的に組み込むようにする。

図３ 総合的な学習の課題例

具体的には，図４のようなイメージで課

題解決を図る学習を行い，主に「情報活用

の実践力 を育成する活動の中に 情報社」 ，「

会に参画する態度 の育成と 情報の科学」 ，「

的な理解」の育成をねらいとする学習活動

を組み入れて指導するようにするとよい。

図４ 情報活用能力育成のイメージ図
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次に，情報活用能力の育成を目指す学習過

程を示す。

※ 網掛け部分は目標

情 報 を 収 集 す る 活 動

インターネット，書籍，新聞，アンケート，

，インタビューなどの情報手段の特性を理解し

情報を収集するための適切な情報手段を考え

て選択し，情報を収集する。

適切な情報手段を活用して，課題解決し

に必要な情報を収集できる。ら

べ

る 情 報 を 判 断 す る 活 動

収集した情報の真偽，信頼性，信 憑 性，
しんぴょうせい

有用性などについて検討し，必要な情報を取

捨選択する。

集めた情報を整理・分析し，情報の妥当

性・有用性を判断できる。

情報を表現・処理・創造する活動

収集した情報を基にして，情報機器などを

活用して新しい情報に編集・加工し，相手に

効果的に伝わるように，表現の仕方を工夫しま

て資料等を作成する。なお，新しい情報を創と

造する場合においては，図・文章・写真などめ

の著作権・肖像権等に十分注意する。る

著作権等に配慮しながら，適切な情報

手段を活用して，相手に分かりやすい表

現で情報を作成できる。

情 報 を 発 信 ・ 伝 達 す る 活 動

発信する情報が人に与える影響を理解し，

適切な情報手段を活用して分かりやすく情報い ,

を発信する。か

情報の大切さを知り，情報モラルや情す

報発信のルールなどを守り，自分の意見

として発表・発信できる。
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３ 「国際理解」を課題とし，情報教育を取り入れた学習の展開例

情報手段を活用して情報を収集し，整理・分析・編集して発信する過程を情報教育の観点から
取り入れ，情報活用能力の育成を図る展開例を紹介する。
単元名 「世界の国々の食文化を知ろう」

， ，ね 世界の国々の文化を情報手段を活用して調べ 外国の食生活や食文化に関心をもち理解するとともに

ら 他国の異文化を尊重することのできる能力や態度を育てる。

い
情
報 ( ) 情報手段の特性を理解し，課題解決に必要な情報手段を目的に応じて使い分け，適切な情報手段で1
教 情報を収集することができる。
育 (情報の科学的な理解，情報活用の実践力の育成）
の ( ) 著作権や情報モラル，情報の大切さを理解し，情報手段を活用しながら情報を整理･分析・編集し2
ね て，相手に分かりやすい表現で発表することができる｡
ら (情報活用の実践力，情報社会へ参画する態度の育成）
い

学習過程 学習活動 情報教育の観点からの学習活動 情報教育指導上の評価と留意点
課 ・ 外国人を招聘

ふれる 題 し，その国の代 ・ 課題を明確にする。 ・ 課題を明確にし，自主的に課

つかむ の 表的な料理や食 ・ 計画的な学習予定表を作成す 題解決を図ろうとする意欲や態

１時間 発 事のマナーを紹 る。 度があるか。（ ）

たてる 見 介してもらう。 ・ 課題解決に当たって，学習内
２時間 と ・ 食文化につい 容を理解し，計画的な予定表を（ ）

活 計 て調べることを 作成できたか。

画 明確にする。

情 ・ ある国の代表 ・ 世界の国々の文化を調べるに ・ 適切な情報手段を活用して，

報 的な料理や食事 は，どのような方法があるか。 情報を収集できたか。
動 の の形態，食事の ・ 情報手段を考え，選択する。 ・ 情報を整理・分析し，情報の

しらべる 収 マナーなどにつ ・ 様々な情報手段を使って，資 信頼性・有用性などを判断でき

５時間 集 いて，生活様式 料を集める。 たか。（ ）

・ と関連付けて調 ・ 資料の出典先を記録し，情報 ※ 情報収集に当たっては，イン

の 判 べる。 の信頼性などを検討して，必要 ターネットだけでなく，多くの
断 な情報を取捨選択する。 情報手段の中から選択させる。

表 ・ わが国と比較 ・ 情報を整理する。 ・ 相手の立場になって，分かり

現 しながら，まと ・ 収集した情報を相手に分かり やすい表現になるよう工夫して

実 まとめる ・ める。 やすく表現する。 いるか。

５時間 処 ・ 調べた内容な ・ 適切な情報手段を選択し，情 ・ 処理する情報の正誤に気を付（ ）
理 どを報告書やプ の編集・加工を行う。 け，適切な情報手段を使って，

・ レゼンテーショ ・ 引用，参考文献を明確にし， 編集・加工しているか。

際 創 ンの形式にまと 著作権等に留意しながら資料作 ※ 著作権等には十分注意して資

造 める。 成及び発表準備を行う。 料作成を行うことに留意する。

発 ・ 発表会を実施 ・ 自分の調べたことや考えたこ ・ 情報の大切さを理解し，相手
いかす 信 し，他のグルー とを相手に分かりやすく伝え の状況を踏まえて発信・伝達で

２時間 ・ プが調べたこと る。 きたか。（ ）

伝 を理解する。 ・ 他者が発信した意見や情報を ※ 情報モラルについては，意図

達 ・ 感想を記入す 客観的に評価する。 的に指導を行う。

る。
情報活用能力は，高度情報通信社会を生
きる生徒にとって必須の能力である。今後
も，情報教育を効果的に組み合わせた単元
開発が望まれる。なお，小学校の「総合的
な学習の時間」における情報教育の進め方

82については 『指導資料 （情報教育 第， 』

号）を参照していただきたい。
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